
（別紙３）

〜 ８年 ４⽉ ５⽇

（対象者数） 28 （回答者数） 14

〜 ８年 ３⽉ １５⽇

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

児童の「やりたい」を増やせるよう⽀援の幅を広げてい
く。
成功体験を増やすなどの⾃⼰肯定感の向上。
更なる⽀援の質の向上。

2

更なる専⾨的⽀援の向上。

3

各学校との連携・情報共有を図り⽀援していく。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

地域の⾏事などをリサーチし、参加をしていく

2

今後、保護者参加型のイベント等を企画・⽴案する

3

階段利⽤時には⼗分な職員数を配置し、少⼈数での昇降に
制限させ、転落・転倒を防⽌する。

○事業所名 リコ・キッズ

○保護者評価実施期間 ８年 ３⽉ １⽇

○保護者評価有効回答数

８年 ３⽉ １⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ ８年 ４⽉ ４⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所が２階にある。 事業所に⼊るには階段を利⽤しなければならない為、バリア
フリーだはない。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと
活動する機会が少ない

地域の他の⼦どもとの交流の機会が少ない

保護者同⼠の交流の場がない 体制を整えるに⾄らず企画できていない

児童が楽しみながらも安⼼できる環境を提供できること コミュニケーション（SST等）を中⼼に、いろんな種類の活
動を⼯夫して取り⼊れることにより、児童が楽しみながら安
⼼して成⻑できるようにしています。

専⾨職員（⾔語聴覚⼠）がいる。さらに専⾨的分野（作業療
法⼠等）の外部講師をお呼びしての⽀援

外部講師の意⾒を参考に連携を図り、児童⼀⼈⼀⼈に対する
適切な⽀援の質の向上。

各児童にあった教材を研究し、提供している。 職員間で学習に関する情報を共有し、各児童に適した教材を
提供している。

事業所における⾃⼰評価総括表公表


